
リワークとは「復職」のReturn To Workを意味しています。 

－職場復帰支援（リワーク支援）とは－ 
　うつ病などの精神疾患により休職している方、休職中の方の復職を考えている事業所の方に対し、
主治医の先生と連携して、職場復帰の支援を行います。 
　休職中の方へは、職場復帰に向けたコーディネートやリワーク支援プログラムのご提供、事業所の
方へは復職に向けての受け入れ準備の相談等、休職者の方と事業所の方の双方に対してお手伝いを
いたします。 

生活リズムの 
立て直し 

ストレスへの 
対処方法の習得 

作業支援  会社との調整 

●自宅療養が続いて生活リズムが
不規則 

●体力低下も心配 
 

●仕事上のストレスと上手くつきあ
えるか不安 

●職場復帰にむけての準備に悩む 

●復帰後の本人への適切な関わり方
が心配 

●仕事に集中できるか不安 

※リワーク支援は、うつ病などにより休職中の方で、主治医が職場復帰のための活動を開始することを了解している方を対象としています。
（すでに会社を離職した方、主治医からまだ休養が必要と判断されている方は対象にはなりません。） 

うつ病などで休職しており、職場復帰をお考えの方へ 
リハビリ出勤制度は職場をお借りし、リワーク支援の一環として行います。（事業

所等からの希望があった場合に実施します。）リハビリ出勤のスケジュールにつ

いては対象者、事業所、主治医と相談のうえ決定します。 

・費用は無料です（交通費、昼食代は自己負担となります） 

・リワーク支援期間中、万が一、何らかの事故が生じた際には当センターの災害

見舞金制度の適用が可能な場合があります。 

リハビリ 
出 　 勤 

その他 

お問い 
合せ先 

独立行政法人 高齢・障害者雇用支援機構 

石川障害者職業センター 

復　職 

〒９２０－０８５６　金沢市昭和町１６－１　ヴィサージュ１階 

TEL 076-225-5011  FAX 076-225-5017 
E-mail ishikawa-ctr@jeed.or.jp スケジュールに沿って、センタ

ーに通所しながら職業生活
に必要なリズムの立て直
しを目指します。 

読書、ドリル、簡易作業、パソコ
ン作業等を通して作業への集
中力、持続力を高めます。 

復帰のための職務内容等につい
て相談します。 
 

自分のコミュニケーションパターン
を知り、自分と相手の気持ちを大切
にした自己表現法を学びます。 
自分の考え方の癖について
理解を深め、バランスのと
り方を練習します。 

受けいれ時の適切な対処方
法について助言・支援します。 
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【交通のご案内】 
JR金沢駅東口から徒歩3分 
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事業主 主治医 

 月 火 水 木 金 
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・復職する意思があり、職場復帰支援プログラムの利用を希望していること 
・相談時点で休職可能な期間がリワーク支援を受けられる状態にあること（概ね半年以上） 
・疾病が回復期にあり、症状がある程度安定していること 
・服薬等の自己管理ができていること 
・日中のプログラムに参加するための生活リズムが確立していること 
 

●職業センターへの通所を中心としたウォーミングアップのプログラムです。 
●目標は、体調や心理面の特徴についての自己理解を深め、復職後、安定して勤務
ができるように“セルフケア”の力をつけることです。 

・全員が同じカリキュラムになるのではなく、個人によって内容や参加頻度は異なります。 
・センター内支援は標準的には１０～１６週間程度です。 
・適宜、主治医、対象者、事業所、職業センター間での打ち合わせを行います。 

●受付相談により、三者の利用希望を確認のうえ、事前相談・コーディネート支援を開始します。 

●コーディネートでは、対象者の方、事業所の方、主治医の先生と職場復帰の進め方について相

談を行いながら、効果的と考えられる復職支援の方法について情報を共有します。 

●対象者の方には、相談や各種作業を通じて、復職に向けた準備や課題の整理を行います。 

職場復帰の 
コーディネート 

支援の 
流れ 

支援を 
受ける 
ためには 

センター 
内 支 援 

カリキュラム 
の 内 容  

　適度なペース配分をしつつ仕事をすることを学びます。
模擬的な事務作業や簡易作業、読書、ドリル等に取り組み、
集中力や疲労度を確認します。 

　ストレスやその対処方法に関する知識を身につけます。 
　自分の考え方の癖について理解を深め、現実的でバラ
ンスのとれた考え方ができるようになることを目指します。 

　これまでの職業生活についてのふりかえりを行い、再発
防止のための取り組みについて整理して、自分に無理の
ない働き方について考えます。 

　日常的にとっている自身のコミュニケーションスタイル
を振り返ります。その上で、自分の気持ちを大切にしつつ、
相手に配慮しながら伝える表現法を学びます。 

　ストレッチやヨガ、自律訓練法の練習を通じて、心身の
緊張を和らげる方法を学びます。 

作　　　　　　　業 

運　　　　　　　動 

リラグゼーション 

ス ト レ ス 対 処  

働き方のふりかえり 

キャリアガイダンス 

対 人 関 係 ス キ ル 

アサーショントレーニング 

体調・気分の自己管理（自律訓練法） 

日誌・活動記録表の記入、ミーティング 

 

 

ミーティング、ストレッチ、健康チェック 

昼休み 

作業 作業 アサーション 

トレーニング 
作業 キャリア 

ガイダンス 

 

ストレス対処 作業 休み ストレス対処 運動 

いずれかからのリワーク支援要請 

支援計画の作成／三者合意 

〜 

〜 

〜 

〜 

〜 

〜 

《例》  

対象者の方へ 

・事業所の方が、対象者の職場復帰のために職業センターの支援を受けることに同意し、職
場復帰に向けた準備を整えて頂けること 
　※プログラムを進めるにあたって、適宜、情報提供や相談へのご協力をお願いします。 

事業所の方へ 

・主治医が、対象者の職場復帰にむけての活動、及び職業センターの支援を受けることを認
めていること 
　※プログラムを進めるにあたって、職業センターのカウンセラーが診察に同席する等して、
　　医療面からの専門的なご助言等を頂くことにご協力をお願いします。 

主治医の先生へ 

フォローアップ 

職 場 復 帰 

事業説明／受付相談 

センター内支援 

○職業センターへの通所を中心としたウォーミングアップ支援 
○対象者、事業主、主治医との相談・調整 

○職場を利用したウォーミングアップ支援（リハビリ出勤支援） 
　※事業主との相談により実施 

○対象者、事業主、主治医との相談・調整（三者の共通理解を得ます） 
○効果的な復職支援方法について整理 

職場復帰に向けてのコーディネート 
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リハビリ出勤制度は職場をお借りし、リワーク支援の一環として行います。（事業

所等からの希望があった場合に実施します。）リハビリ出勤のスケジュールにつ

いては対象者、事業所、主治医と相談のうえ決定します。 

・費用は無料です（交通費、昼食代は自己負担となります） 

・リワーク支援期間中、万が一、何らかの事故が生じた際には当センターの災害

見舞金制度の適用が可能な場合があります。 
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その他  

お問い 
合せ先 

独立行政法人 高齢・障害者雇用支援機構 

石川障害者職業センター 
〒９２０－０８５６ 金沢市昭和町１６－１ ヴィサージュ１階 

TEL 076-225-5011  FAX 076-225-5017 

E-mail ishikawa-ctr@jeed.or.jp 
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【交通のご案内】 

JR金沢駅東口から徒歩3分 

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構

石川障害者職業センター




